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会
長
職
務
代
理
者

人
番
　
脂
亦
　
一白四
士
夫

①
瓜
生
町
②
農
業
③
変
遷
す
る
農

業
情
勢
の
中
、

良
農
地
を
守

り
地
域
農
業
の

、振
興
に
努
め
ま

◆
農
業
委
員
の
紹
介

議
席
番
号
　
氏
名

①
住
所
　
②
職
業

③

コ
メ
ン
ト

二
番
　
布
施
　
善
明

①
余
呉
町
坂
口
②
農
業
③
地
域
特

性
を
生
か
し
た
農
業
が
必
要
で
す
。

地
域
農
産
物
の
開
発
や
地
産
地
消

・
産
直
の
取
組

が
耕
作
放
棄
地

対
策
に
繋
が
り

ま
す
。

四
番
　
阿
辻
　
康
博

①
西
浅
井
町
岩
熊
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

農
業
が
継
続
で
き
る
よ
う
尽
力
い

た
し
ま
す
。

一
四
番
　
中
島

　
一
枚

①
公
園
町
②
農
業
③
厳
し
い
農
業

情
勢
の
中
、
耕
作
放
棄
地
や
違
反

転
用
を
無
く
し
、
地
域
農
業
が
持

続
で
き
る
よ

う
微
力
な
が

ら
取
り
組
み

ま
す
。

一
五
番
　
近
藤
　
和
夫

①
湖
北
町
八
日
市
②
農
業
③
農
産

物
の
輸
入
圧
力
が

一
層
強
ま
る
中
、

農
家
の
大
規
模
化

・
効
率
化
だ
け

―
で
は
な
く
、
家

螂螂韓雪【騨］靭畔］増辮ｏ
一
七
番
　
家
倉
　
和
行

①
小
谷
丁
野
町
②
農
業

③
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

・
農
村

の
発
展
に
尽
力
し
ま
す
。

一
番
　
小
畑
　
圭我
彦

①
木
之
本
町
黒
田
②
農
業
③
農
業

者
の
高
齢
化
や
鳥
獣
害

・
耕
作
放

棄
地
の
拡
大
と
い
っ
た
問
題
が
山

積
で
す
が
、
地

域
農
業
発
展
の

た
め
貢
献
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
番
　
伊
藤
　
泰
子

①
曽
根
町
②
自
営
業

③
消
費
者
の
立
場
で
の
中
立
委
員

で
す
。
先
輩
の
委
員
さ
ん
、
事
務

局
の
お
力
も
お

借
り
し
て
努
力

し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

五
番
　
西
橋
　
絹
子

①
内
保
町
②
農
業
③
厳
し
い
農
業

情
勢
の
中
、
少
し
で
も
夢
を
持
て

る
よ
う
な
、
ま
た
女
性
が
意
欲
を

持

つ
て
働
け
る

地
域
農
業
を
目

指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

六
番
　
廣
田
　
重
夫

①
三
川
町
②
農
業
③
き
め
細
や
か

に
農
地
を
管
理
さ
れ
て
い
る
小
規

模
農
家
さ
ん
や
地
域
の
農
地
保
全

の
た
め
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々

を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

七
番
　
人
若
　
和
美

①
下
人
木
町
②
農
業
③
後
継
者
育

成
や
農
地
集
積
等
地
域
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多

く
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
努

力
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

九
番
　
北
村
　
一昌
生

①
鳥
羽
上
町
②
農
業
③
農
業
者
の

高
齢
化
と
後
継
者
難
の
中
、
長
浜
市

の
人
千

ｈａ
の
農
地
を
ど
う
守
る
の

か
。
「地
域
農
業

は
地
域
で
守
る
」

た
め
微
力
を
尽

く
し
ま
す
。

一
〇
番
　
大
塚
　
一品
司

①
保
多
町
②
農
業
③
私
た
ち
よ
り

後
の
世
代
が
、
長
浜
で
農
業
を
し

て
い
て
良
か
つ
た
と
思

つ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、

微
力
で
す
が
尽

力
し
た
い
と
思

‐
　
い
ま
す
。

一
一
番
　
堀
田
　
繁
樹

①
細
江
町
②
農
業
③

「か
つ
て
の

美
田
も
今
は
お
荷
物
扱
い
」
こ
う

さ
せ
ぬ
よ
う
農
政
に
目
を
光
ら
せ

優
良
農
地
を

守

っ
て
地
域

農
業
の
持
続

的
発
展
に
尽

力
し
ま
す
。

一
二
番
　
多
賀
　
正
和

①
野
村
町
②
農
業
③
農
地

・
農
業

を
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
守

つ
て

い
け
る
よ
う
、
ま
た
、
次
の
若
い

世
代

へ
引
き

継
げ
る
よ
う

活
動
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

一
六
番
　
廣
部
　
重
嗣

①
口
分
田
町
②
農
業
③
農
業
施
策

が
変
わ
り
ゆ
く
中
に
お
い
て
も
、

美
田
を
守
り
後
継
者
を
育
て
、
農

業
が
生
業
と

し
て
成
長
し

て
い
く
よ
う

努
め
ま
す
。

一
人
番
　
保
積
　
郷
司

①
高
月
町
磯
野
②
農
業
③
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積

・
集
約
化
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止

。
新
規
参

入
の
促
進
と
い

っ
た
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化

に
努
め
ま
す
。

一
九
番
　
池
田
　
美
由
紀

①
湖
北
東
尾
上
町
②
農
業
③
未
来

に
希
望
が
持
て
る
持
続
可
能
な
農

業
を
目
指
し
、
地
域
の
農
業
を
次

の
世
代

へ
と

つ

な
げ
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

二
〇
番
　
松
居
　
利
平

①
南
小
足
町
②
農
業
③
年
々
厳
し

さ
を
増
す
農
業
情
勢
で
す
が
、
地

域
農
業
の
安
定
を
第

一
優
先
に
、

ヽ

農
業
者
の

一
人

と
し
て
尽
力
い

た
し
ま
す
。
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一
番
　
秋
田
　
稔
昭

①
小
室
町
②
農
業

③
農
地
荒
廃
を
防
ぎ
、
地
域
農
業

を
守

っ
て
い
け
る
よ
う
、
努
力
し

た
い
と
思

い

ま
す
。

白ヽ
―

曽

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
紹
介

委
員
番
号
　
氏
名

①
住
所
　
②
職
業

③

コ
メ
ン
ト

四
番
　
小
川
　
仁
平

①
西
上
坂
町
②
農
業

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

農
業
が
持
続
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
に
努
め

ま
す
。

籐!帝
五
番
　
川
崎
　
太
門

①
富
円
町
②
農
業
③
担
い
手
の
方

が
効
率
の
良
い
農
業
経
営
が
で
き

る
よ
う
、
地
権
者
に
理
解
を
求
め

農
地
利
用
の

（〔四
一一「
。　嚇飩
靴琵帥ｏ

九
番
　
澤
山
　
佐
戸
志

①
余
具
町
上
丹
生
②
農
業

③
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
Ｌ
思
い
ま

（
〔
中
∵

・
ｎ
】

け
中
持
す
憮

一
五
番
　
轟
　
忠
裕

①
余
呉
町
上
丹
生
②
農
業
③
初
め

て
推
進
委
員
に
な
り
分
か
ら
な
い

こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
耕
作
放
棄

地
が
少
し
で

一イエ島〉　榔脚塚嚇』

．
　

　

　

　

ま
す
。

二
番
　
安
藤
　
隆
雄

①
西
浅
井
町
黒
山
②
農
業
③
何
も

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
地
域
農

業
を
守

っ
て

い
け
る
よ
う

取
り
組
み
ま

す
。

〔

，ヽこ，

三
呑
　
伊
藤
　
貴
巳

①
安
養
寺
町
②
自
営
業

③
推
進
委
員
と
し
て
地
域
農
業
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め

ヽ
ま
す
。

は
淳

六
番
　
山序
田
　
政
乃
助

①
湖
北
町
山
本
②
農
業
③
厳
し
い

農
業
情
勢
の
中
、
遊
休
農
地
や
違

反
転
用
を
無
く
し
て
地
域
農
業
に

・４一方瓢療暁馬嫌ｏ

エ

∩
一

七
番
　
近
藤
　
笹

一
郎

①
湖
北
町
速
水
②
農
業
③
農
業
者

の
高
齢
化
が
進
む
中
、
農
地
の
ス

ム
ー
ズ
な
担
い
手

へ
の
集
約
化
を

図
り
、
農
地
の

遊
休
化
の
防
止

に
努
め
ま
す
。

⌒

ニ ミi

 ヽ す サ

人
番
　
齋
藤
　
隆
治

①
国
友
町
②
農
業
③
農
業
者
の
高

齢
化
と
後
継
者
の
減
少
が
進
む
中
、

耕
作
放
棄
地
を
無
く
し
地
域
農
業

ガ

を
守

っ
て
い

く
よ
う
努
力

し
ま
す
。

ミ

d母

一
〇
呑
　
一局
木
　
幸

一

①
木
之
本
町
川
合
②
農
業
③
農
業

者
の
高
齢
化
や
鳥
獣
害
が
原
因
で

耕
作
放
棄
地

が
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ

ら
の
防
止
に

努
め
ま
す
。

Ｓ
Ｅ

一
一
番
　
竹
原
　
正
治

①
高
月
町
宇
根
②
農
業
③
最
適
化

推
進
委
員
と
し
て
、
農
地
の
無
断

転
用

・
耕
作

放
棄
地
を
な

く
し
地
域
農

業
を
守

っ
て

い
く
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

一
二
番
　
田
中
　
佐
敏

①
内
保
町
②
農
業
③
厳
し
い
中
で

す
が
、
持
続
で
き
る
農
業
、
ま
た

新
た
に
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

農
地
の
維

持
に
努
め

ま
す
。

〔
Ｂ

一
三
番
　
田
中
　
直
美

①
余
呉
町
国
安
②
農
業
③
厳
し
い

農
業
情
勢
の
中
、
豪
雪
と
い
う

ハ

ン
デ
イ
を
乗
り
越
え
て
、
今
あ
る

優
良
農
地
を

持
続
し
て
い

け
る
よ
う
努

力
し
た
い
と

思

い
ま
す
。

〔

学
一
帯

一
四
番
　
辻
　
昭
司

①
西
浅
井
町
塩
津
中
②
農
業
③
農

業
者
の
高
齢
化

・
担
い
手
不
足
と

厳
し
い
環
境
で
す
が
、
地
域
の
農

ri n

|ゞ

み うし地
ま取 なが
す リヤヽ荒°
網 よ廃

一
六
番
　
尚
永
　
稔

①
大
寺
町
②
農
業
③
次
代

へ
向
け

て
魅
力
あ
る
農
業

・
農
村
像
を
日

指
し
、
地
域

の
中
で
先
導

し
て
活
動
し

とて
思 い
い き
ま た
す い

一
七
番
　
中
川
　
哲
博

①
南
浜
町
②
農
業
③
食
の
基

（も

と
い
）
で
あ
る
農
林
水
産
業
、
美

し
い
田
園
を
残
す
た
め
に
、
地
域

の
農
地
が

講ぽ一，贈帯効嚇Ｏ

|・ぎ T

一
人
番
　
中
川
　
正
之

①
大
戊
亥
町
②
農
業
③
推
進
委
員

と
し
て
農
業
の
現
状
と
課
題
を
整

理
し
、
農
地
所
有
者
の
意
向
を
聞

き
、
農
地
有
効

利
用
に
向
け
た

敢
り
組
み
に
努

力
し
ま
す
。

ａ
鳳

一
九
番
　
野
崎
　
良
雄

①
余
呉
町
東
野
②
農
業
③
厳
し
い

農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農
業
を
守

っ
て
ふ
る
さ

と
の
農
地
を

次
世
代

へ
繁

げ
た
い
と
思

い
ま
す
。
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二
二
番
　
官
元
　
善
二
郎

①
草
野
町
②
農
業

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と

し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
地
域
農

業
の
発
展
に
努

力
し
ま
す
。

三
二
番

一削
田
　
榮

①
西
浅
井
町
岩
熊
②
農
業

③
農
業
者
の
高
齢
化
、
米
価
の
低

迷
と
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳

二
一
番
　
服
部
　
藤

一

①
新
庄
馬
場
町
②
農
業
③
地
域
農

業
の
厳
し
い
中
、
異
常
気
象
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
優
良

農
地
を
守
り
皆

さ
ん
と
と
も
に

頑
張
り
ま
す
。

二
〇
番
　
服
部
　
昇
司

①
木
之
本
町
西
山
②
農
業
③
先
輩

委
員
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
厳
し
い

農
業
情
勢
を

乗
り
越
え
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
七
番
　
士
口
川
　
茂

①
西
浅
井
町
小
山
②
農
業
③
地
域

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

二
六
番
　
弓
削
　
繁
隆

①
高
月
町
東
柳
野
②
農
業
③
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
、
担
い
手

へ
の

農
地
利
用
集
積
な
ど
、
限
り
あ
る

農
地
を
活
か
し

′地
域
農
業
の
維

発
展
に
努
め

ｒ
　
ま
す
。

二
五
番
　
山
田
　
治
男

①
相
撲
庭
町
②
農
業

③
遊
休
農
地
を
減
ら
し
地
域
農
業

が
持
続
で
き
る
よ
う
尽
力
し
た
い

で
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た

し
ま
す
。

二
四
番
　
森
　
勘
十

①
加
田
町
②
農
業

③
農
業
情
勢
が
厳
し
い
中
、
農
地

の
維
持
と
地
域
農
業
が
持
続
で
き

る
よ
う
、
農
地

利
用
最
適
化
推

進
委
員
と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

長浜市農業委員会 農業委員・農地利用最適化推進委員 確認区域一覧
委 員 氏 名 確 認 区 域 委 員 氏 名 確 認 区 域

中島 枝

旧長浜地区、人幡東町、南高田町、三和町、

地福寺町、平方町、四ツ塚町、勝町、高橋

町、下坂浜町、平方南町、弥高町、宮司町、

小堀町、祇園町、列見町、中山町、分木町

中川  正之
大辰巳町、室町、永久寺町、大成亥町、下坂

中町、寺田町、日村町、本庄町

松居  利平
大東町、今川町、七条町、南小足町、新栄

町、南田附町、八条町
齋藤  隆治

保田町、今町、国友町、泉町、加納町、榎木

町

廣部  重嗣
川崎町、山階町、回分田町、新庄寺町、新庄

中町、神照町、人幡中山町
月反吉[  藤

新庄馬場町、小沢町、下之郷町、森町

相撲町、十里町

大塚  高司 春近町、石田町、堀部町、保多町 小川  仁平 垣籠町、東上坂町、西上坂町、千草町

北村  富生 常喜町、鳥羽上町、名越町、布勢町 森   勘十 加田町、加田今町、小一条町

西橋  絹子 内保町、大路町、三田町 田中  佐敏
大依町、八島町、平塚町、尊勝寺町、山ノ前

町、西野町、尊野町、湯次町

脂亦 冨士夫
高畑町、北野町、池奥町、瓜生町、田川町、

須賀谷町
秋田 稔昭

力丸町、野田町、木尾町、上野町、小室町、

黒部町、竜安寺町、谷口町

多賀  正和
小野寺町、乗倉町、西主計町、東主計町、南

郷町、野村町
宮元 善二郎

北ノ郷町、東野町、醍醐町、徳山町、飯山

町、当目町、大門町、野瀬町、草野町、高山

町、寺師町、西村町、太田町、郷野町、鍛冶

屋町、岡谷町

山田  治男
相撲庭町、今荘町、佐野町、南池町、北池

町、法楽寺町

伊藤  泰子 曽根町、難波町 中川  哲博 新居町、野寺町、八木浜町、大浜町、南浜町

堀田  繁樹 細江町、川道町、錦織町、落合町 川崎  太問
小観音寺町、稲葉町、弓削町、香花寺町、富

田町、上人木町

八若  和美 下八木町、早崎町 伊藤  貴巳 十九町、益田町、安養寺町
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委 員 氏 名 確 認 区 域 委 員 氏 名 確 認 区 域

廣田  重夫 三川町、宮部町、大井町 尚永   稔
唐国町、月ヶ瀬町、大寺町、中野町、西太井

町、桜町、柿ノ木、長田町、新旭町、酢、五村、

田町

家倉  和行

小谷郡上町、小谷美濃山町、小谷上山田

町、下山田、湖北町二俣、小谷丁野町、

湖北町山脇、湖北町別所、湖北町留日、

湖北町伊部

近藤  和夫
湖北町河毛、湖北町小今、湖北町賀、湖北

町八日市、湖北町青名、湖北町猫口、湖北

町沢、湖北今町

近藤 甚―郎
湖北町馬渡、湖北町大安寺、湖北町南速

水、湖北町小倉、湖北高田町、湖北町速水

池田 美由紀

湖北町海老江、湖北町延勝寺、湖北町今

西、湖北町津里、湖北東尾上町、湖北町尾

上

岸田 政乃助
湖北町山本、湖北町五坪、大光寺町、湖北

町田中、湖北町石川

保積  郷司
高月町東高田、高月町布施、高月町唐川、

高月町横山、高月町東物部、高月町西物

部、高月町1幾野、高月町松尾、高月町西野

弓削  繁隆
高月町東柳野、高月町柳野中、高月町西

柳野、高月町重則、高月町熊野、高月町片

山、高月町西阿閉

角田  功
高月町井口、高月町持寺、高月町洞戸、高

月町尾山、高月町保延寺、高月町雨森、高

月町高野

竹原  正治
高月町柏原、高月町渡岸寺、高月町落川、

高月町馬上、高月町森本、高月町高月、高

月町宇根、高月町東阿閉

小畑  義彦
木之本町木之本、木之本町廣瀬、木之本

町黒田、木之本町田部、木之本町千田
高木  幸―

木之本町金居原、木之本町杉野、木之本

町杉本、木之本町音羽、木之本町大見、木

之本町川合、木之本町古橋、木之本町石

道、木之本町小山

服部  昇司
木之本町太音、木之本町飯浦、木之本町

山梨子、木之本町西山、木之本町田居、木

之本町北布施、木之本町赤尾

布施  善明 余呉町坂口、余呉町下余呉、余呉町川並 野崎  良雄
余呉町東野、余呉町今市、余呉町新堂、余

呉町池原

田中  直美
余呉町文室、余呉町国安、余呉町小谷、余

呉町柳ヶ瀬、余呉町椿坂、余呉町中河内

轟   忠裕
余呉町上丹生、余呉町摺墨、余呉町菅並、

余呉町小原、余呉町田戸、余呉町奥川並、

余呉町驚見、余呉町尾羽梨、余呉町針川

澤山 佐戸志
余呉町中之郷、余呉町八戸、余呉町下丹

生

阿辻  康博
西浅井町祝山、西浅井町大浦、西浅井町

菅浦
前田  榮

西浅井町塩津浜、西浅井町野坂西浅井町

岩熊

辻   昭司
西浅井町塩津中、西浅井町余、西浅井町

集福寺、西浅井町沓掛、西浅井町横波

吉川  茂
西浅井町月出、西浅井町人田部、西浅井

町山田、西浅井町小山

安藤  隆雄
西浅井町山門、西浅井町中、西浅井町庄、

西浅井町黒山
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平成28年の法改正により、農地等の利用の最適化 (担い手への農地の集積・集約化、遊体農地の発生防
止・解消、新規参入の促進)の推進が農業委員会の嚇須業務に位置づけられました。
これを受けて長浜市でも、本年7月の委員改選において新たに農地利用最適イヒ推進委員を設置し、人・農
地プランなど、集落における農業者の話合いの場づくりや、農地所有者等との調整活動を通じて新規参入を
促進するなど、農地利用の最適化に向けて活動を行つていきます。地戦の中に入つて活動いたしますので、
みなさんのところへお伺いすることもありますが、よろしくお願いします。

農地利用最適化推進委員が設置されました I
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平成 31年度長浜市農業施策に関する意見具申

長浜市農業委員会は「平成31年度長浜市農業施策に関する意見具申」を平成30年 11月
14日 、市長に行いました。この意見具申は農業者の意見や考えを市政に反映できるよう、農

業委員会を通じて皆様から寄せられた意見・要望などを取りまとめたものです。

主な内容については次のとおりです。

1 担い手の確保と農業振興政策
○生産調整の見直しに対し、転作のデロックローテーションを維持できるよう支援の充実を図ること。

○小規模農家向けの、低料金での農業機械貸出制度を」A等と連携して新たに創設すること。
○最近の異常気象によって生じる、農業施設への被害に対する支援策を新たに講じること。
2鳥獣害防止対策
O防護柵の設置が市内全域で完了するよう、関係機関が連携して対策を講じること。
O狩猟免許保有者の育成や市による獣害対策器具の貸出等、鳥獣害対策の充実を図ること。
3特産品振興策
○湖北産米のブランド化につなげるため、昨年で終了した食味コンクールを復活させること。

O環境こだわり米に対する交付金が一部廃止されたが、県や市により継続して支援を行うこと。
4遊休農地対策と農地の管理
○遊体農地が拡大しないよう、当委員会を含めた関係機関との連携の強化に努めること。

O夏場の草刈のための、機械の購入や作業の委託に対する支援を行うこと。
5地元農産物のPR
O市・」A共催で行つていた農林水産まつりのような、消費者へ PRできる場を設けること。
O学校給食では、地場産野菜が優先して使用されるようなしくみづくりを行うこと。
6国・県への要望について
O安定した農業経営のため、平成30年産米より廃止された直接支払い交付金を復活させる
こと。

O今般の土地改良法の改正により新設された制度を
活用して、県による基盤整備を促進すること。

*市長へ提出しました意見具中は、農業
委員会ホームページでご覧になれます。

農業労賃・農作業料金調査集計 (平成 30年 8月 」日調査)

先般、市内農業組合ア)｀らご報告しヽたださました農業労賃 。農作業料金について、集計結果を下記

のとおりとりまとめました。◆後の目安にしてくださしヽ。

作 業 内 容
本年度料金

(平均額)

H26～29年度
(累計平均額)

単  位

耕 起 ナじ` ら 代 掻 き ま で 一 員 ¬8, 300円 19,500円 10a
耕    起 の み 7, 300円 8,800円 ¶ Oa

代 掻 き の み 7,600円 8,700円 1 Oa

機 械 田 1盲L(苗 代 月」 ) ¶O,OOO円 9,900円 10a

機 械 X」 取 (コ ン バ イ ン ) 20, 300円 ¶9,700円 ¬Oa

オペレータ賃金

トラクター 1, 300円 1,300円 ¬時間

田 植 機 1, 300円 1,300円 18寺間

コンバイン ¬, 300円 ¶,300円 ¶日寺間

農 業 労 賃

男   性
8,800円 8,500円 1日

司, 200円 ¶, 300円 1日きP日∃

女   性
8,500円 8,OOO円 1日

¬,200円 ¶, 300円 ¬日き間

①この情報は、農地法第52条の規定に基づき、地域の農業労賃・農作業料金の目安として提供させていた
だくものです。農業労宴、農作業料金|よ当事者で十分協議して設定してください。
②報告件数が10件以上であった項目 (作業内容)を掲載してしヽます。
③l OO円以下lよ四恰五入しています。
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